
2022〜2023 年度西部地域捕獲個体の繁殖状況（速報値注１） 

（岐阜大学応用生物科学部共同獣医学科野生動物医学研究室 鈴木正嗣） 

繁 殖 状 況 の一覧 

年齢 

（捕獲時点） 

例数 排卵 

（黄体の確認） 

妊娠 

（胎子の確認） 

0 歳 7 0 0 

1 歳 1 0 0 

2 歳 3 2 注２ 2 注２ 

3 歳以上 7 6 注３ 6 注３ 

注 1：セメント質層板のカウントが進行中であるため「速報値」とした。 

注２：卵巣の組織学的観察により，黄体（写真 1）を保有していたのは 2 個体と確認された。

また，黄体を保有していた 2 個体はいずれも妊娠していた。 

注 3：黄体も胎子も確認できなかった 3 歳以上の１個体は，歯の摩耗から最高齢個体と思われ，

歯列にも異常を認めた（写真 2）。 

揚妻ら（2021）は，西部林道での初回出産を未発表データの位置づけで 4〜5 歳と報

告しているが，今回の歯の萌出交換ならびに生殖器の観察により，初回出産は 3歳と確

認された（2歳の交尾期に初回妊娠し，3歳となる春先の出産期に初めて出産）。ただし，

一部の個体の性成熟は 3 歳にずれ込む（3 歳の交尾期に初回妊娠し，4 歳となる春先の

出産期に初めて出産）。 

3 歳以上の妊娠率は 85.7%（7 個体中 6 個体）であり，排卵も胎子も確認できなかっ

た 1個体は歯列の状況から最高齢と考えられた。すなわち，性成熟以降は，高齢になる

まで，ほぼ毎年出産すると判断された。 

ニホンジカは，2歳で初回出産に至り，以降は毎年妊娠することが多い（Suzuki and

Ohtaishi 1993, 横山ら 2003 など）。一方，高密度化により繁殖力は低下し（辻・横山 

2018），金華山では，初回出産年齢は 4〜5歳，以降の出産率も 50%前後に低下すると報

告されている（樋口 2012）。しかし，西部地域のヤクシカでは，初回の出産は 3歳と 1

年遅れになるものの，4歳以上の個体はほぼ毎年出産し，金華山のような「初回年齢の

遅延と成獣の妊娠率の連動」は確認されなかった。 

そのため，別添の資料（東京大学と岡山理科大学の記者発表資料）で言及された「成

長の遅延」のみが発現し，成獣での妊娠率の低下をもたらすほどの「栄養状態の悪化」

は生じていない・・・という仮説が成り立つ。高い妊娠・出産率の維持には，夏〜秋に

かけての台風シーズンに発生する「高木からの栄養供給」も一役買っているのかもしれ

ない。また。排卵も妊娠も確認されず，歯列にも異常が生じているような高齢個体が見

出されたことは，同資料で指摘されている「長寿化」の現れの可能性もある。 
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資料４参考２



写真１ 排卵の証拠となる黄体 

写真 2 黄体も胎子も確認できなかった個体の下顎骨 

矢印は異常が認められる部位 
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島に生息する哺乳類の長寿化の過程を解明―恐竜研究の手
法を応用―
 投稿日：!"!#/"%/!# 更新日：!"!#/"%/!# ヘッドライン 記者発表

東京大学
岡山理科大学

発表のポイント

◆捕食者がいない島に長期間隔離されるほど、大人になるまでの期間が長くなり、長寿になることが明らかになりま
した。

◆４００年という生物の進化から考えると短期間の隔離でも成長‧性成熟期の遅延は起きることが示され、成長の
遅延が起きる島嶼動物は、外部から捕食者が侵入すると絶滅する可能性が高いことが分かりました。
◆恐竜研究の手法を用いることで、生態観察が難しい野生動物でも骨から成長様式や寿命が解析できると期待されま
す。

ֽֽ焒焒

HOME ＞ お知らせ ＞ 記者発表 ＞ 島に生息する哺乳類の長寿化の過程を解明―恐竜研究の手法を応用―

阾脢溪銨
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長寿化への変化

発表概要

東京大学大学院新領域創成科学研究科の久保麦野講師と岡山理科大学生物地球学部の林昭次准教授を中心とした日本
とスイスの研究チームは、日本各地の野生および絶滅したシカ類の成長や死亡年齢を比較することで、捕食者がいな
い島に生息した期間に応じて、陸上動物の成長様式がどのように変化し、長生きしたかについて、世界で初めて明ら
かにしました。

これまで、野外での生態調査だけでは、寿命が長い動物の一生を観察し続けることや多くの個体を観察することへの
限界がありました。本研究では、恐竜研究で用いられているボーンヒストロジーという、骨を切断し、骨の組織から
成長様式を推定する手法を適用することで、博物館に収蔵されている野生動物の死亡個体標本からも成長様式を推定
することができました。

今後、島に生息する小型哺乳類についても同様の分析を行うことで、島での進化の一般性について明らかにできると
期待できます。

この成果は、日本時間で%月!!日!#時にFrontiers in Earth Scienceに掲載されました。

発表内容

〈研究の背景〉
島嶼では、大きい動物が小型化し、小さい動物が大型化するという「島のルール」（島嶼化、注&）と呼ばれる進化
の法則が知られています。沖縄や屋久島などの離島に生息する大型哺乳類も、体が小型化しています。また体の大き
さ以外にも、本土や大陸の同じ種類の集団にない独自の特徴を持っていることも分かっています。これらの変化は、
食べ物が限られる、天敵がいないなど、島特有の環境が影響していると考えられています。しかし、島に住むすべて
の動物たちがこのような変化を起こすわけではなく、変化の過程や期間などは明らかではありませんでした。
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〈研究手法〉
恐竜研究の手法を野生動物の生態解明に応用
本研究チームは、本土から離島までの複数の島に生息する日本の現生‧絶滅シカ類を対象に、その成長様式と寿命を
比較しました。

本研究では、ケラマジカなど天然記念物に指定されている希少な野生動物も対象に研究を行いました。従来の研究の
問題点として、野外での生態調査だけでは、寿命が長い動物の一生を観察し続けることや多くの個体を観察すること
への限界がありました。そこで、本研究では恐竜研究で用いられているボーンヒストロジーという、骨を切断し、骨
の組織から成長様式を推定する手法を適用しました。これにより、博物館に収蔵されている野生動物の死亡個体標本
からも成長様式を推定することが可能となり、化石‧野生種の生活史推定をより多くの個体で行うことができまし
た。

〈研究結果〉
隔離期間が長いほど、成長が遅延‧長寿化
離島域と本土域に生息するニホンジカとその近縁種の生活史を比較した結果、離島域である沖縄本島に長期間（&%"
万年以上）隔離された絶滅種のリュウキュウジカは、本州や大陸のシカと比較して繁殖‧成熟時期が%～&"年以上遅
いことがわかりました。また、比較的短い隔離期間を経たケラマジカ（約'""年）やヤクシカ（約!万～&"万年）
は、大人になるまでの期間が!～#年遅れていることがわかりました。生存率についても、若い時期に死亡率が高い
本土のシカと比較して、長期間隔離された離島では老齢期まで多くの個体が生き延びる長寿化が起こっていることが
明らかになりました。

生物には、早く成長して一度に多くの子を残し寿命も短いという「早いライフスタイル」を持つ種と、ゆっくり成長
して少数の子を確実に育て長く生きる「遅いライフスタイル」を持つ種がいます。ネズミなどは前者、ゾウやチンパ
ンジーなどは後者のタイプです。今回の研究により、島で隔離された大型哺乳類は「遅いライフスタイル」を進化さ
せることが明らかになりました。このタイプの種は、子を残せるまでに時間がかかるため、人為的影響により個体数
が減るとなかなか回復できず、絶滅の恐れがあります。リュウキュウジカも、先史時代人の沖縄への渡来と時を同じ
くして絶滅したと考えられており（注!）、彼らが島で進化させた「遅いライフスタイル」が絶滅の要因となった可
能性が示唆されました。

〈今後の展望〉
日本には本土や大陸との隔離期間が異なるさまざまな島々が存在し、そこには同種あるいは近縁な動物が生息してい
ます。これらの動物や化石種を対象とすることで、数百万年から数年のスケールで、島の中で動物がどのように生態
を変化させ適応するかについて、解明が期待できます。島固有の独特の進化は、哺乳類だけでなく、恐竜類などの絶
滅種でも知られているため、日本の動物を対象とした研究は、哺乳類以外の絶滅した島嶼性動物の生態を解明するこ
とにも寄与できると考えられます。

また、本研究で使用したボーンヒストロジーでは、野生哺乳類の部分的な骨標本でも齢査定や成長様式について解析
できることが明らかになりました。これにより、生態観察を行うことが困難な希少哺乳類の生態データについての知
見を大幅に増やすことができ、その知見はさまざまな動物の保全研究にも役立つと考えられます。今回は、島に隔離
して小型化した大型動物を対象に分析しましたが、同様の手法を用いればアマミノクロウサギやケナガネズミといっ
た希少性が高い島嶼の小型種でも生活史の変化を明らかにすることができます。これらが「遅いライフスタイル」を
進化されているかを明らかにできれば、島での生活史の進化についての一般性が示されるとともに、絶滅リスクを評
価する上でも重要な知見となるでしょう。

発表者
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岡山理科大学 生物地球学部 生物地球学科　　林 昭次  （准教授）
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用語解説

（注$）島嶼化（とうしょか）
海洋によって本土から隔離された島に移入した動物が、島特有の環境のもと、形態や生態を特異に進化させる現象の
こと。

島嶼化の程度は、島の大きさ、隔離の長さ、捕食者や競合他種の存在などのさまざまな要因により変化するが、捕食
者のいない小さな島に長く隔離されるほど、より極端な島嶼化が生じるとされる。

（注%）島嶼動物の絶滅リスク
島に生息する哺乳類のうち、体のサイズを大きく変化させた種ほど絶滅しやすいことが、明らかにされている。
Rozzi et al., Dwar<sm and gigantism drive human-mediated extinctions on islands. Science, #TR: &"%'-&"%R
!"!#年#月&"日東京大学プレスリリース「島に棲む哺乳類は体サイズが極端に変化すると絶滅しやすいことが明らか
に－島にヒトが到来すると絶滅率は&"倍以上に増加－」
https://www.k.u-tokyo.ac.jp/information/category/press/&"&"T.html

関連研究室

久保麦野研究室

お問い合わせ

新領域創成科学研究科 広報室

関連教員

‧久保　麦野

関連記事

‧白亜紀の草食恐竜はどんな植物を食べていたのか？―歯の微細な傷が解き明かす食性の時代変化―
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